
負
う
制
度
設
計
と
な
っ
て
い
る
。

政
府
は
本
制
度
変
更
に
関
す
る

影
響
に
つ
い
て
、
一
定
の
前
提
条

件
に
基
づ
い
て
試
算
を
実
施
し
て

お
り
、
仮
に
Ｆ
Ｉ
Ｐ
電
源
の
占
め

る
割
合
が
各
エ
リ
ア
で
25
％
の
比

率
ま
で
到
達
し
た
場
合
、
最
も
影

響
が
顕
著
な
東
北
エ
リ
ア
で
は
Ｆ

Ｉ
Ｐ
電
源
対
比
で
Ｆ
Ｉ
Ｔ
電
源
は

３
倍
の
時
間
出
力
抑
制
が
か
か

り
、
発
電
時
間
帯
の
半
分
以
上
が

抑
制
対
象
と
な
る
こ
と
が
検
証
さ

れ
て
い
る
。
検
証
結
果
を
踏
ま
え

る
と
、
出
力
抑
制
の
影
響
が
顕
著

な
一
部
の
エ
リ
ア
で
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ

電
源
は
存
続
す
る
こ
と
が
難
し
く

な
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。

電
力
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
と
い
う

観
点
で
は
い
わ
ば
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ

ー
で
あ
る
Ｆ
Ｉ
Ｔ
電
源
が
Ｆ
Ｉ
Ｐ

電
源
に
転
換
す
る
こ
と
は
、
電
力

安
定
供
給
上
は
歓
迎
す
べ
き
動
向

で
あ
る
。
一
方
で
、

Ｆ
Ｉ
Ｐ
制
度
は
そ
の

特
性
か
ら
一
定
発
電

事
業
者
が
リ
ス
ク
を

負
う
制
度
で
あ
り
、

全
て
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
電
源

が
ス
ム
ー
ズ
に
Ｆ
Ｉ

Ｐ
電
源
に
移
行
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る

と
考
え
る
。
そ
の
よ

う
な
Ｆ
Ｉ
Ｔ
電
源
が

負
の
遺
産
と
し
て
放

棄
さ
れ
、
有
効
活
用

さ
れ
な
い
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
強
く
懸

念
す
る
。

政
府
は
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
の
基
本
的
な

方
向
性
と
し
て
、
今

年
２
月
に
「
第
７
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
」
を
閣
議
決
定
し

た
。
そ
の
中
で
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

特
に
太
陽
光
発
電
は

非
常
に
重
要
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
政

策
目
標
達
成
の
た
め

に
は
、
新
規
の
電
源

導
入
推
進
も
重
要
で

あ
る
が
、
い
か
に
既

存
の
電
源
を
有
効
活

用
し
存
続･

リ
プ
レ

ー
ス
さ
せ
て
い
く
か

も
重
要
で
あ
る
と
考

え
る

政
府
に
は
と

り
こ
ぼ
し
な
く

電

源
が
存
続
で
き
る
よ

う
な
政
策
補
助
や
経

過
措
置
の
あ
り
方
を

検
討
し
て
ほ
し
い


別
の
切
り
口
と
な

る
が
、
今
後
Ｆ
Ｉ
Ｔ

電
源
か
ら
Ｆ
Ｉ
Ｐ
電

源
に
転
換
す
る
電
源
が
急
速
に
拡

大
す
る
こ
と
で
、
電
力
需
要
家
視

点
で
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
も
あ

る
。
Ｆ
Ｉ
Ｐ
電
源
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
電
源

と
異
な
り
、
需
要
家
と
直
接
な
い

し
は
小
売
電
気
事
業
者
経
由
で
電

力
販
売
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
環
境
負
荷
の
低

い
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来

の
電
力
を
販
売
し
た
い
発
電
事
業

者
が
一
時
的
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
増

加
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
た

め
、
ク
リ
ー
ン
な
電
源
に
ア
プ
ロ

ー
チ
し
た
い
電
力
需
要
家
に
と
っ

て
は
、
貴
重
な
機
会
と
な
る
で
あ

ろ
う
。

（
次
回
は
６
月
23
日
に
掲
載
し

ま
す
）

２
０
２
４
年
９
月
、
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
の
審
議
会
上
で
優
先
給

電
ル
ー
ル
に
お
け
る
出
力
抑
制
の

順
番
を
Ｆ
Ｉ
Ｔ
電
源
→
Ｆ
Ｉ
Ｐ
電

源
の
順
番
と
す
る
方
針
が
示
さ
れ

た
。
本
制
度
変
更
は
、
電
力
の
需

給
バ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
貢
献
度
と

い
う
観
点
か
ら
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
電
源
よ

り
も
Ｆ
Ｉ
Ｐ
電
源
の
出
力
抑
制
機

会
を
減
少
さ
せ
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
電
源
か

ら
Ｆ
Ｉ
Ｐ
電
源
へ
の
移
行
を
促
す

（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
電
源
は
一
定
の
手
続
き

を
経
て
、
Ｆ
Ｉ
Ｐ
電
源
へ
の
転
換

が
可
能
）
と
い
う
背
景
か
ら
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。本

件
は
早
け
れ
ば
２
０
２
６
年

度
中
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
が
予
定

さ
れ
て
い
る
（
売
電
価
格
に
対
し

て
何
ら
政
策
補
助
を
受
け
な
い
非

Ｆ
Ｉ
Ｔ
／
Ｆ
Ｉ
Ｐ
電
源
を
Ｆ
Ｉ
Ｐ

電
源
よ
り
も
更
に
優
遇
す
る
べ
き

と
の
議
論
は
あ
る
が
、
現
時
点
で

具
体
的
な
検
討
は
進
ん
で
い
な

い
）
。

そ
も
そ
も
出
力
抑
制
と
は
、
電

力
が
必
要
以
上
に
発
電
さ
れ
て
余

剰
状
態
に
あ
る
と
き
に
、
需
給
バ

ラ
ン
ス
を
一
致
さ
せ
る
た
め
に
発

電
所
の
稼
働
を
強
制
的
に
抑
え
る

措
置
の
こ
と
を
指
す
。
近
年
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
特
に
発
電

量
の
調
整
が
困
難
な
自
然
変
動
電

源
（
太
陽
光
・
風
力
発
電
な
ど
）

の
急
速
な
拡
大
に
伴
い
、
各
エ
リ

ア
で
頻
発
し
て
い
る
事
象
で
あ

る
。
ま
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
Ｆ
ｅ
ｅ
ｄ
－

Ｉ
ｎ

Ｔ
ａ
ｒ
ｉ
ｆ
）
制
度
と

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発

電
し
た
電
気
を
全
量
、
電
力
会
社

が
固
定
価
格
で
一
定
期
間
買
い
取

る
こ
と
を
政
府
が
約
束
し
、
発
電

事
業
者
は
な
ん
ら
発
電
・
売
電
の

計
画
に
対
す
る
義
務
を
負
わ
な
い

制
度
で
あ
る
。
一
方
Ｆ
Ｉ
Ｐ
（
Ｆ

ｅ
ｅ
ｄ
－
ｉ
ｎ

Ｐ
ｒ
ｅ
ｍ
ｉ
ｕ

ｍ
）
制
度
と
は
、
売
電
収
入
に
対

し
て
毎
月
変
動
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム

（
補
助
額
）
を
上
乗
せ
す
る
制
度

と
な
っ
て
お
り
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
よ

り
も
収
入
変
動
の
リ
ス
ク
が
大
き

く
、
発
電
事
業
者
は
発
電
・
売
電

の
計
画
に
対
し
て
一
定
の
義
務
を

出力抑制制御ルール上のＦＩＰ電源優遇に対する懸念と期待

林
はやし

真寿
ま さ と し
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